
ユ ニ フ ォー ム につ い て

奥 平 志づ江

渡 利 絢 子

1.は じ め に

ユ ニフ ォー ム とは、 そ の言 葉 の意 味 す る よ うに
丶 統 一 され た制 服 の こ とで、 平

服 ・ また は 日常 服 と異 な り、 基準 に よって定 め られ た一 定様 式 の服 装 で あ り、 そ

の着 方 は 勿論、 材料 、 型 、 色、 アク セ サ リー、 携 帯 品 に至 るま で組 み 合 わせ て規

定 され る もの で あ る。 背 広、 カ ッテ ィ ング シャ ツ、 ネク タ イな ど、 同様 の形 を し

た勤 人 の服装 も、 あ る意 味 で は ユ ニ フォー ムに近 い平 服 で あ るが、 色、 型、 ア ク

セ サ リー、 着 装 法 な どにつ い て 規定 され なけ れ ば、 ユ ニ フォー ム とは云 い難 い。

僧 侶 、学 生 、 野 球 の選 手 の衣 服 も、 身分、 職 業、 団体 を識 別す る一種 の ユ ニ フォ

ー ムで あ る。 ユ ニ フ ォー ムの形 態 は
、 着 用 の 目的 に よ って異 な る もの で あ り、 そ

の効 用 も、 そ の時 代 の宗 教 、 文 化、 思 想 の変 遷 に左 右 され る もので あ るか ら、 改

廃 ・ 新 制 を伴 な う もの で あるが、 そ の時 代 の、 特 に 宗 教 、産 業 、 政 治 の発 展 に、

いつ で も共 通 して追求 され る もの は、 個 々及 び統 一 の美 と、 目的 を効果 的 に果 た

す機 能性 で あろ う。 そ こで、 ユ ニ フ 芽一 ム をそ の着 用 目的 か ら類 別 して考 察 して

み る とと もに,そ の数 例 につ い て、 文 献 に よる もの、 及 び観 察 した結 果 を次 に紹

介 した い。

2。 ユ ニ フ オー 厶 の 類 別

(1)儀 式用

中世(奈 良時代)朝 廷 の儀式の衣服 として礼服、朝服(図1)、 制服が あ り、

礼服は朝廷 の儀式 に着用す るもので、朝服 は諸臣参朝時の公務服、制 服 は無位 の

宮吏丶一般庶民が公事 に奉仕 する場合 に着用 した もので ある。 現在の大礼服、燕

尾服(図2)、 フロック コー ト(図3)は 、宮 中行事な らびに外交官 の社交服 と

して、 また広 く慶弔の諸行事に用い られている。
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図2

燕尾服

図3

現 代

frockcoat

(2)職 業 用

裁 判 官、 軍人(図4)、 警 察官(図5)、 鉄 道 員(図6)、 神 主、 牧 師 、 船 員、

飛 行 機 の操 縦士,ス チ ュ ワー デ ス(図7)、 看 護 婦(図8)、 コ ック、 ボー イ

(図9)な どの着 用 す る ユ ニ フ ォー ムは,そ れ を着 る こ とに よって職 業 を判 別 す

るこ とが で き る もので、 い わ ゆ る職 業 用 ユ ニ フ ォー ムで あ り、 そ れ ぞれ の職業 に

適応 した機 能 を備 え た もので ある。 また この うち、 軍人 、 警 察 官 な どの 制 服 は、

団体 と して の機 能 と と もに、 諸行 事 の際 の>VL-_美 を追 求 され る こ とか ら,次 の団

体 服 に類 す る もの と考 え られ る。

(3)団 体 服

この種 の制 服は、 そ の集 団 の主義 や思 想 を統一 し、 作 業 や行 動 を規 制 す る効果

をね らって制 定 され て い るの で、 これ を着 装 す る こと に よって、 そ の集 団 の 一 員

た る こと を 自覚 す る とい う効能 を もっ てい る ところ に特 色 が あ る。 友 交 親 善 団体

な ど も、 この種 の制 服 を用 いて い る。 これ な どは主 と して丶 職 業、 組 織、 所 属 等

を団 体 と して識 別す るた めに着 用 す る もの で、 政 治団 体 、 青 年 団,ボ ー イス カ ウ

ト、 ガー ルス カ ウ トな どの制 服か ら,第 二 次世 界 大戦 中 の 日本 の 国 民服 や、 現 在

中国 で用 い られ て い る人民 服(工 人服)ま で種 々様 々で あ る。

鴨
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図4 図6
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図7 図8 図9

3.ユ ニ フ ォ ー ム の 効 用

ユニ フォー ムの効 用 は、 それ を着 用 す る もの、 見 る もの、 双 方 に 対 す る物 理 的、

心 理 的 効果 とみ る ことが で き よう。 した が って、 儀 式 用 の礼服 な どの形 態 は、 儀

式 の荘 重 な雰 囲気 を醸 しだ す よ うな重 々 しい、 しか も全 体 と して華 麗 な もの で な

けれ ば な らな い。 ま た、 野 球 の ユ ニ フ ォー ムを例 に とれ ば、 チー ムを 識別 し丶 相

互 に仲 間意 識 を昂 揚 して チー ム ワー ク の効果 をあげ、 同時 にそ の機 能 的 で美 しい

デ ザ イ ンは、 着 用 す る もの の志 気 を鼓 舞 して、 軽快 な行 動 を と らせ る こ とに 役 立

って い る と考 え られ る。 学 生 服 も、 ある期 間経 過 した な らば、 時 代 感 覚 に マ ッチ

した もの で,し か も流 行 と交 感す るデ ザ イ ンに変 え るの が 望 ま しい 。 い うまで も

な く、 学 生 服 は、 学 校 を象徴 す る もの で あるが 、必 らず し もそ の様 式 を固定 すべ

きでは な い。 僧 侶は 僧 衣 を着 用 す る こ と に よっ て、 誰 にで もそ の 身分 がわか り丶

僧 侶 自身 澄経 を読 む節 まわ しも上 手 に 出来 る と考 え られ る。警 官 も、 駅 員 も同 じ

で あ ろ う。 民 主 々義 時 代 に 診け る イ ンテ リ層 だ と自認 す るサ ラ リー マ ンに は、 特

別 な ユ ニ フ ォー ムは な いが 、学 業 を終 え て就職 試 験 に出 て行 く若 者 達 も、 服装 に

つ い て気 を使 う状 態 を み る と、 忠実 な る勤 人 と して の ユ ニ フォー ムを 探 し求 め て
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い る よ うに思 え る。 昔 の武 士 が礼 儀 を失 しない 服 装 を気 に した の と同 じ よ うに、

彼 等 の求 め る制 服 に類 す る ものは背 広 服 で あ り、 これ が 統一 さ れ た場 合は 、 サ ラ

リー マ ンの ユ ニ フォー ム と考 えて よい で あ ろ う。 工 場 の工 員 の 多 くは、 通 勤 には

背 広服 を着 る のが 一般 的 とな って い る。 しか し、 工場 へ 行 くと、 ・ ッ カー か ら作

業 服 を取 り出 して着 替 え る が、 そ の 作業 服 す な わ ち ユ ニ フ ォー ムは,着 用す れ ば

働 いて み た くな る よ うな もの が望 ま しい。 昔 は 工 場 とい えば、 バ ラ ック建 築 の仕

事場 で、 ナ ッパ服 と呼 ば れ る作 業 服 で よか った が 、 近 代 建 築 の、 整 備 され た 工 場

で の仕 事 に は、 当然 す ぐれ た デ ザ イ ンの ユ ニ フ ォー ムが 要 求 され て くる。 サ ー ビ

ス業 の ユ ニ フ ォー ム と して、 銀行 員 は顧 客 の信 用 を得 られ る よ うに、 商 店 員 も、

仕事 の 内容 に よって適 当 な も のが必 要 に な って くる し,デ パー トの店 員,証 券 会

社,喫 茶 店 の ウェ イ トレス、 ス チ ュ ワー デス な ど、 仕 事 の性 質 に よって ふ さ わ し

い 制服 が あ るo

4.ユ ニ フ ォー ム の 観 察 例

次 に最 近 観 察 した数 例 の ユニ フ ォー ムに つい て紹 介 す る。

(1)デ パ ー トの店 員

a販 売 員 図(1)-a、 イ

白、 グ レ イの縞 の木 綿 地 の シ ャ ツブ ラ ウス に、 チ ャ コー ル グ レイの ウー ル の ジ ャ

ンパー ス カー トの組 み 合 わ せ。 前 中央 は フ ァス ナー 明 きで,ウ エス トラ イ ン、衿

(1)m,イ (1)-a,ロ
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ぐ りに ス テ ッ チ が して あ る。(1デ パ ー ト)図(1)-a、 ロ

テ ー マ カ ラ ー を ア レ ン ジ した ユ ニ フ ォ ー ム。 白 の シ ャ ツ ブ ラ ウス に丶 白 とモ ス グ

リー ン の 細 か い ス ト ラ イ プ の ジ ャ ン パ ー ス カー ト。8つ の ボ タ ン と丶 斜 め に 切 り

込 ん だ ポ ケ ッ トが ア ク セ ン ト。(Tデ パ ー ト)

b案 内 係 図(1)-b

全 体 を 白 と紺 で 統 一 し、 清 楚 な 女 ら し さ を表 現 。 ノー マ ル な ワ ン ピー ス に 白 の

ベ ス ト と太 め の エ ナ メ ル ベ ル トで ア ク セ ン トを つ け て い る 。 白 の 酒 落 れ た 感 じの

トー ク帽 と手 袋 が ポ イ ン ト。(Tデ パ ー ト)

(1)‐b (1)-c,イ (1)-c、 ロ

Cエ レ ベ ー ター 、 エ ス カ レー タ ー ガー ル 。 図(1)-C、 イ

ベ ー ジ ュ の木 綿 地 の ワ ン ピー ス 。 ミ ニス カー トの 脇 を ス リ ッ トし、 下 に ホ ッ ト

パ ン ツを 組 み 合 わ せ た機 能 的 な デ ザ イ ン。 手 袋 は 白 、 靴 下 は 紺 、 靴 は ベ ー ジ ュ と

紺 の コ ン ビ ネ ー シ ョン。(1デ パ ー ト)

図(1)-c丶 ロ

ミ ニ の ワ ン ピー ス の シ ン プ ル な 形 を基 調 に 、 短 か い ケ ー プで 若 々 し い ア ク セ ン

_16



トを つ け た ユ ニ フ ォ ー ム。 す っ き り した ブ ル ー グ レ ー に、 帽 子 と ブ ー ッ の 白 さ が

さ わ や か な 印 象 を 与 え る。(Mデ パ ー ト)

(2)銀 行 及 び 証 券 会 社 の 女 子 ユ ニ フ ォ ー ム

図(2)-a

機 能 的 な美 しさ が ポ イ ン ト。 ネ ー ビ

ー ブ ル ー の ツー ピー ス に
丶 ブ ル ー の 水

玉 模 様 の ブ ラ ウ ス の 組 み 合 わ せ 。 上 衣

の衿 は 若 々 しさ を強 調 す るUカ ッ ト。

(M信 託 銀 行)

図(2)-b

黒 と バ ッ ク カ ラー の ウ ォ ー ム レ ッ ド

の リブ編 み の セ ー タ ー と黒 の ジ ャー ジ

ー の ジ ャ ン パ ー ス カー トの 組 み 合 わ せ
o

バ ッ ク ル の ハ ー トは シ ン ボ ル マ ー クo

(D銀 行)

図(2)-c

ロ ー ウ エ ス トの切 替 え と、 活 動 的 な

ボ ッ ク ス プ リー ツの 紺 の ワ ン ピー スo

ハ イ ネ ッ ク と袖 口丶 ベ ル トの ス トラ イ

プ に 赤 を あ し ら っ て あ る。(D証 券)

図(2)-d

白 の ター トル ネ ッ ク の シ ャ ツ と ラ イ

ト ブ ル ー の ブ レ ザ ー の 組み 合 わせo働

き易 さ、 端 正 さ 、 プ ア ッ シ ョン を と り

入 れ て 一 つ に し た も の 。(N証 券)

(3)ス チ ュ ワ ー デ ス の ユ ニ フ ォー ム。

図(3)

紺 の ノ ー カ ラ ー の シ ン プ ル な ワ ン ピ

ー ス
。 ロー ウエ ス トに 赤 の エ ナ メ ル ベ

ル ト。 バ ッ ク ル と靴 の 飾 り は 紺 と赤 。

紺 地 に 赤 の縁 ど り を した ス カ ー フ を首

に 結 び 、 同 じ赤 と紺 の 帽 子 を か ぶ る。

(N航 空)
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5.ま と め

ユ ニ フォー ムは、 平 常服 と異 って,材 質 、 色、 デザ

イ ン、 着 装 法 を統 一 し区 分 して い る。 したが っ て、 着

用者 の階 級 や 資格 、 役 割 を表現 した り、 また そ の作 業

や 行 動 に必 要 な機能 と装 飾 とを備 え て い る もの で ある。

また 一方 、 ユ ニ フ ォー ム と して規 定 され た着装 法 にそ

む い た り、 ア レ ン ヂ した りす る 自由 が与 え られ て い な

い と ころに特 色 が あ る。 したが って、 統 一 の美観 は あ

るが、 服飾 に よる個性 の発 揮 は 出来 な い わ けで あ る。

最 近 の ユ ニ フ ォー ムは、 デ ザ イ ン も、 単 にそ の機 能性

を満 たす だけ で な く丶 よ り美 しい もの、 着 て楽 しい も

の とな り、 また ユ ニ フォー ムに よ り丶 そ の企 業 の特 色

を強 調 し、 イ メー ジア ップ をはか る とと もに、 職業 意

識 を向 上 させ る よう、 一 段 と工 夫 す る傾 向 が ある。 色

も従 来 の紺 、 黒、 グ レ イな どの 目立 た ない 色 か ら、 赤、

グ リー ン、 ラ イ トブル ー な どに変 わ り丶 単一 化 した流

行 は次 第 に影 を ひそ め、 個性 的 で、 多様 化 した デ ザ イ

ンの ものが 流動 的 に形 態 を変 えつ つ採 用 され る傾 向 に

あ り、 ま たそ の変 化 の テ ン ポ も、 ます ます 速 くな って

行 くこ とは確 か で あろ う。
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